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【01】＄ まちづくり支援課からのお知らせ ＄ 
  
◎ もっとまちがスキになる 
 
 地域まちづくり活動助成金交付団体紹介①  
  『東大阪フォレストクラブ』 
 
 東大阪フォレストクラブは、生駒山の自然環境を次世代に引き継ぐた 
め、平成１９年度に結成されました。 
 同クラブでは、森林の持つ治水機能や動植物の多様性などをより高め 
るため、毎月第３日曜日午前９時３０分から上石切会館に集合し、生駒 
山で整備活動をされています。薄暗かった放置人工林内を整備して明る 
くなったことにより、下草（シダ類）や常緑の陰樹が生え出すなど、成 
果も出てきており、活動自体も定着しつつあるとのことです。 
 秋には、森林整備体験講座も予定されており、今後もこの地道な自然 
環境の保全活動が継続･発展していくことを期待します。 
 
 
 問合せ先 東大阪フォレストクラブ「豆井」 
      電話 ０７２-９８１－１０４７ 
 
 
◎ 地域まちづくり活動助成金交付団体活動見学報告 
http://www.city.higashiosaka.lg.jp/070/070170/index2.html 
 



 
問合先：東大阪市まちづくり支援課  
 06-4309-3350(直通) FAX06-4309-3812 
 Email machidukuri@city.higashiosaka.lg.jp 
 
 
 
【02】 ＄ 市政だよりや各種団体からのお知らせ ＄  
 
 
○ 演劇公演『まいどっ！～夢のある街』 
 
 大学生が打ち上げる「まいど一号」 
 脚本は、昨年打ち上げられた人工衛星「まいど一号」の開発に携わっ 
た中小企業を取材し、企画から作り上げました。  
 
 と き：９月４日(土）午後６時、５日(日）午後１時 
 ところ：イコーラム（男女共同参画センター） 
 定 員：両日とも２００名 
 入場券：前売券 ８００円（チケットぴあ、ローソンチケット） 
     当日券１，０００円 
      
 問合せ先 東大阪市文化国際課 
      電話 06-4309-3155  Ｆａｘ 06-4309-3825 
 
 
（市政だより） http://www.city.higashiosaka.lg.jp/koho/shiryou/dayori/f_dayori.html   
 
 
 
【03】＄ 7つの企画運営委員会からのお知らせ ＄   
 実施場所は特別記載が無いときは、各リージョンセンター内で実施 
 
★日下リージョンセンター （ゆうゆうプラザ） 
 579-8003 東大阪市日下町 3-1-7 
  電 話 072-986-9284 ＦＡＸ 072-986-9293 
 
○ 『ゆうゆうプラザの催し』 
 
 「健康チェック」 
 
 と き：９月５日(日）午前１１時～午後２時 
 内 容：体組織計で筋肉量や水分量、骨量、体脂肪率、基礎代謝量 
     などを測定 
 
 「文芸大作映画会」 
 
 と き：９月５日(日）午後２時～４時 
 内 容：【のんちゃんのり弁】を上映 
 定 員：１２０人（当日先着順） 



 
○ 『ゆうゆうプラザ教室』 
  
① 「エクササイズ教室」 
 
 と き：第１･３（月） 午前９時３０分～１０時２０分 
 対 象：４０歳以上の女性 ２０人（抽選） 
 費 用：月１，０００円 
 持 参：室内用シューズ・バスタオル･飲み水 
 
② 「風花書道教室」 
 
 と き：第２･４（月） 午前９時～１０時３０分 
 対 象：１０人(抽選） 
 費 用：月１，０００円、教材費２，０００円 
 持 参：書道用具 
 
③ 「斑鳩流生花教室」 
 
 と き：第１･３（水） 午後１時～２時 
 対 象：１０人(抽選） 
 費 用：月１，０００円、教材費月２，０００円 
 持 参：ハサミ、花器、剣山、包装紙 
 
④ 「エコ作品手作り教室」 
 
 と き：第４（水） 午後１時～３時 
 対 象：１０人(抽選） 
 費 用：月５００円、教材費毎回１００円 
 持 参：ハサミ 
 
⑤ 「パソコン教室」 
 
 と き：第１・３（木） 午前１１時３０分～午後０時３０分 
 対 象：初心者１０人(抽選） 
 費 用：月７，５００円 
 持 参：ノートパソコン（ＷindowsＶistaに限る） 
 
⑥ 「日本舞踊教室」 
 
 と き：第１・３（金） 午後１時３０分～４時３０分 
 対 象：５人(抽選） 
 費 用：月１，０００円、教材費５００円 
 持 参：ゆかた一式、扇子 
 
⑦ 「Ｓtone'sアートリュミエール教室」 
 
 と き：第３（土） 午後１時～３時 
 対 象：１０人(抽選） 
 費 用：３，０００円、教材費毎回１，２００円 



 持 参：小ハサミ 
 
 ①～⑦はいずれも市内在住･在勤の方で 
 申込は往復ハガキに教室名、住所、氏名、年齢、性別、電話番号記入 
 ９月１０日(金)必着 
 
 
○ 『フリーマーケット』出店者募集 
 
 と き：１０月１７日(日）午前１０時～午後３時 
 内 容：２４区画(抽選） 
     営利目的、飲食物、生き物の出店はできません。 
 費 用：１，０００円 
 申 込：往復ハガキに行事名、出店物の種類、住所、氏名、年齢 
     電話番号記入し、９月１０日(金)必着 
 
 申込・問合せ先は上記に 
 
 
 
★四条リージョンセンター（やまなみプラザ） 
 579-8053 東大阪市南四条町 1-7 
 電 話 072-988-3107 ＦＡＸ 兼用  
 ＨＰ（http://www.hct.zaq.ne.jp/yamanami/） 
 
○ 『歯科保健講座～中高年の歯・口の健康アップ！』 
 
 と き：９月１１日（土） 午後２時～３時３０分 
 内 容：歯周病予防のためにブラッシングを指導します。 
 持 参：歯ブラシ、手鏡、筆記用具、動きやすい服 
 定 員：３０人（抽選） 
 申 込：往復ハガキに教室名、住所、氏名、年齢、電話番号記入 
     ９月８日（水）必着 
 
 
○ 『子どもおもちゃ手作り教室』 
 
 と き：９月２５日（土） 午後２時～４時 
 対 象：小学校低学年以下の子どもとその保護者 
 定 員：２０組（抽選） 
 申 込：往復ハガキに教室名、住所、氏名、年齢、電話番号記入 
     ９月１７日（金）必着 
 
 
○ 『敬老ウエディング』 
 
 と き：９月７日（火） 午後１時から 
 対 象：６５歳以上の女性 
 内 容：ウエディングドレスを着て写真撮影 
 定 員：７人（抽選） 



 申 込：往復ハガキに行事名、住所、氏名、年齢、電話番号、身長、 
     体重、服のサイズを記入し ９月１７日（金）必着 
 
 同時にマジック、尺八、風船アート、歌声、フラダンスもあります。 
 （先着 ５０人） 
 
 
○ 『えほんの部屋』 
 
 と き：９月１８日（土）午前１０時３０分～１１時３０分 
 対 象：小学生以下の子どもとその保護者 
 内 容：絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊び、わらべうた など 
 定 員：２０組（当日先着順） 
  
 ※なお、『えほんの部屋』は毎月第３土曜日実施しています。 
  
 申込・問合せ先は上記に 
 
 
 
★中鴻池リージョンセンター（グリーンパル）  
 578-0975 東大阪市中鴻池町 2-3-13 
 電 話 06-6747-1592 ＦＡＸ 06-6744-2748  
 ＨＰ（http://www.hct.zaq.ne.jp/greenpal/） 
 
○ 『健康まつり』 
 
 と き：９月５日(日）午後１時～４時 
 内 容：①体力測定と結果分析（身長、血圧、筋力、柔軟性、敏捷性） 
     ②体組成測定（体脂肪率、筋肉量、骨量、体内年齢など） 
     ③保健師による健康相談コーナー 
 講 師：東大阪市中保健センター 保健師他 
 定 員：１００名（市内在住、在勤、在学の方で当日先着順） 
 費 用：無料 
 
 
○ ５００Ｋｍウォークラリー『鉄道唱歌の旅・北陸編』 
 
 １０月から来年９月にかけて鉄道線区５００Ｋｍを完歩します。 
 と き：１０月３日（日）午前９時 
 対 象：市内在住･在勤の方  
 内 容：北陸編（大阪～直江津）の説明と四季彩々とおりから緩衝緑 
     地公園まで約５Ｋｍをウォーキング 
 
 問合せ先は上記に 
 
 
 
★若江岩田駅前リージョンセンター（くすのきプラザ） 
 578-0941 東大阪市岩田町 4-3-22   



 電 話 072-967-6565（ＦＡＸ兼用）  
 
  
 
★楠根リージョンセンター（ももの広場） 
 577-0006 東大阪市楠根 1-12-12 
 電 話 06-6745-9147  ＦＡＸ 06-6745-9141 
 ＨＰ（http://www.hct.zaq.ne.jp/inadamomo/） 
 
○ 『映画鑑賞会』 
 
 曹洞宗の開祖である道元の生涯を描いた「禅ＺＥＮ］を上映 
  
 ９月４日（土）午後６時～８時１０分 
  ももの広場（楠根）１２０人（当日先着順） 
 
 ９月５日（日）午後１時～３時１０分 
  森河内公民分館 ７０人（当日先着順） 
 ●いずれも３０分前に会場 
 
 問合せ先は上記に 
 
 
 
★布施駅前リージョンセンター（夢広場） 
 577-0056 東大阪市長堂 1-8-37 
 電 話 06-6784-2014(ＦＡＸ兼用) 
 
○ 『演芸フェスティバル』 
 
 と  き：９月５日(日）正午～午後４時３０分 
 内  容：カラオケ、舞踊、など 
 出演者募集は締め切りました。 
  
 問合せ先は上記に 
 
 
 
★近江堂リージョンセンター（はすの広場） 
 577-0817 東大阪市近江堂 3-12-15 
 電 話  06-6730-0840 ＦＡＸ  06-6730-5723  
 ＨＰ（http://www.geocities.jp/if_project_nn/） 
 
○ 『源氏物語を読む楽しみ』 
 
 と き：９月５日(日）午後２時～４時 
 内 容：紫の上と光源氏 
 講 師：園田学園女子大学教授 福嶋昭治さん 
 定 員：１５０人（当日先着順） 
 



 申込・問合せ先は上記に 
 
 
 
【04】＄ 応募しませんか “助成金募集 etc” ＄ 
 
◎ NEW 平成 22年度 「社会福祉振興助成事業（第三次）募集」 
 
 ・支援元   独立行政法人福祉医療機構 
 ・支援対象  貧困対策など社会的支援（福祉的支援）が必要な方々 
        を支援する事業 
 ・受付期間  9月 10日 
 ・ホームページ 
  http://www.wam.go.jp/wam/gyoumu/jyosei/index.html 
 
 
◎ 平成 22年度・第 4回かめのり賞 
 
 ・支援元  財団法人かめのり財団 
 ・支援対象 日本とアジア・オセアニアの国際相互理解の増進に草の 
       根で貢献している活動 
 ・受付期間 8月 23日～9月 15日 
 ・ホームページ 
http://www.kamenori.jp/kamenorishou.html 
 
 
◎ 平成 22年度 「JICS NGO支援事業」 
 ・支援元  財団法人日本国際協力システム 
 ・支援対象 社会貢献活動の一環として主に開発途上国の現場で活躍 
       する日本の中・小規模 NGOの活動 
 ・受付期間 7月 15日～9月 21日 
 ・ホームページ 
 http://www.jics.or.jp/jigyou/ngo/boshu_22_01.html 
 
 
◎ NEW Yahoo!基金 ＮＰＯ助成プログラム 
 
 ・支援元   Yahoo!基金 
 ・支援対象  「インターネット社会の健全で安全で豊かな発展」に 
        貢献する活動 
        「インターネットを活用して世の中の諸問題を解決」 
        する活動 
 ・受付期間  ～9月 30日 
 ・ホームページ 
 http://kikin.yahoo.co.jp/entry.html 
 
 
◎ ◇あなたの活動の輪を広げませんか？ 
～「子どもたちの“こころを育む活動”全国大賞」を募集しています。～ 
 



 ・支援元  財団法人パナソニック教育財団 
 ・支援対象 未来を担う子どもたちの“こころを育む活動”に献身、 
       努力されている活動 
 ・受付期間 9月 30日まで 
 ・ホームページ 
 http://www.kokoro-forum.jp/zenkoku/zenkoku-undou.html#bosyu 
 
 
◎ 2010年度（財）地域生活研究所一般研究助成 
 
 ・支援元   財団法人地域生活研究所 
 ・支援対象  消費生活やまちづくりなどの、当研究所が実施する調 
        査研究事業の研究テーマに関連する研究 
 ・受付期間  9月 30日 
 ・ホームページ 
 http://www.chiikiseikatsu.org/kkjs.html 
 
◎ NEW 平成 23年度「笹川科学研究助成」 
 
 ・支援元   財団法人日本科学協会 
 ・支援対象  Ａ）学術研究部門 
          一般科学研究 ・ 海洋・船舶科学研究 
        Ｂ）実践研究部門 
          実践研究 
 ・受付期間  10月１日～10月 15日 
 ・ホームページ 
 http://www.jss.or.jp/sasagawa/apply/apply.html 
 
 
◎ 第五回「観光資源活用トータルプラン」 
 
 ・支援元  財団法人高速道路交流推進財団 
 ・支援対象 広域的に点在している観光資源を磨き上げ、それらを結合 
       することで地域の魅力が向上するプランの実施 
 ・受付期間 7月 1日～10月 31日 
 ・ホームページ 
 http://www.highway.or.jp/work3/invitation22.html 
 
 
◎ 第 49回（平成 22年度）下中科学研究助成金募集 
 
 ・支援元  財団法人下中記念財団 
 ・応募資格 小・中・高校・中等教育学校・特別支援学校・ 
       高等専門学校の教員研究は個人・共同を問わず 
 ・受付期間 12月 10日まで 
 ・ホームページ 
 http://www.shimonaka.or.jp/ 
 
 
◎ 平成 22年度 第 4回「共生（ともいき）・地域文化大賞」 



 
 ・支援元  浄土宗、財団法人全日本仏教会 
 ・応募資格 地域文化活動に取り組む市民活動団体(ＮＰＯ)やボラ 
       ンティア団体など 
 ・支援対象 1）表彰部門…地域の活動団体による地域文化活動 
       2）企画助成部門…地域の活動団体と仏教寺院の協働に 
        よる地域文化活動、等 
       3）アイデア部門…地域文化活動を進める上で、仏教寺 
         院と一緒に実施したいアイデア 
 ・受付期間 表彰部門・企画助成部門の募集は終了しています。 
       アイデア部門 9月 10日まで 
 ・ホームページ 
 http://tomoiki.jp/ 
 
 
◎ 第 14回「地球倫理推進賞」公募 
 
 ・支援元  社団法人倫理研究所 
 ・応募資格 当該の活動が営利を目的とせずに、５年以上継続し、 
       顕著な実績をあげている団体または個人 
 ・受付期間 9月 30日 
 ・ホームページ 
 http://www.rinri-jpn.or.jp/suishin/suishin-contest.htm 
 
 
 
【05】編集部より 
   
 今回は今年５月の冊子「地域づくり」から、伊豆市で市長が「人口減 
少危機宣言」を出された記事を紹介します。伊豆市の人口減少の一つの 
原因は独身者が増えているためで、その背景には異性間で交流する機会 
が減っていることも考えられるということです。 
 市では、若者から気軽に集える場を求める声が上がったのをきっかけ 
に、七月、伊豆市イベント情報サークル「ｉ-リーグ」を立ち上げた。 
 会員登録をすると、事務局から発信されるイベント情報を受信し、イ 
ベントに参加することができます。また、会員から事務局にイベント情 
報を送信して他の会員へ知らせることもできるなど、若者の間で人気と 
なっています。 
 ｉ-リーグの人気の理由は、結婚を意識し過ぎず「気軽に出会い楽しむ 
場」であるからとのことです。特に女性会員の中には、一度参加した人 
が友人を誘って再度参加するなど、口コミで広まり、伊豆の地を楽しむ 
「伊豆市のファンクラブ」のような形に展開しつつあり、会員数も８ヶ 
月で千人を越えたとのことです。 
 これまでに開催されたイベントでは、伊豆市のロケーションを活かし 
た、海・山・川を舞台に開催されましたが、次回も楽しみたいというリ 
ピーターも増えている反面、反省点は、会員登録者が多くなり、イベン 
トに応募される方全員の受け入れができていないところにあるといった 
内容でした。 
 この事業は、婚活を市が積極的に応援することで、市の人口減少を歯 
止めをかけ、市の発展を図ったものです。 



  一方、本市に眼を向けてみると同じような現象が急速に進んでいる 
のではないかと感じます。 
 平成１７年と今年３月末の人口統計を見ると、人口では９８３１人減 
少しており、中でも０～９歳児人口は４８６０１人から４４２４０人と 
なり、減少人口の約半分がこの世代で減少しています。 
 また、高齢化率では、１７．８％から２２．３％と大きく伸びており、 
市の将来を考えると憂慮せざるを得ない状況となってきています。 
 独身の若者が多いのは、長期にわたる不況で将来の生活に対する不安 
と女性の経済的自立が大きな理由ではないかと考えていましたが、ある 
意味ではもっと深刻な問題があることに気づかされた思いです。 
 戦後まもなく生まれた我々世代と異なり、今の若者はもっと気軽に異 
性と接しているものと思っていましたが、機会や場がないということで 
行われた今回の伊豆市の取組みに関心を惹かれました。 
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まちづくりメールマガジン「まちづくりメル☆マガ」は、東大阪市 
内の最新情報をタイムリーにお届けするメールマガジンです。             
                                                           
登録内容の変更・配信停止の手続き・バックナンバーは下記の 
アドレスにて              
 
machidukuri@city.higashiosaka.lg.jp                                                         
編集・発行：東大阪市まちづくり支援課                          
TEL：06－4309－3350  FAX：06－4309－3812                             
 
e-mail：machidukuri@city.higashiosaka.lg.jp                  
Homepage：http://www.city.higashiosaka.lg.jp/070/070170/index2.html                   
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